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研究成果の概要 

本研究では、極低温走査トンネル顕微鏡(STM)を用いた分子操作法により色素分子を並べたモ

デル光合成系を作成する。そして、独自開発した STM 光電流計測法[1]により、分子配列構造に

対応した光電変換機能を計測することで、配列構造と光電変換機能の相関を原子分解能で解明

することを目的とする。本年度は、これまでに開発してきた光 STM ベースの局所分光法[1]の適用

範囲を真空蒸着できない葉緑素などの分子にまで拡張するために、生体分子など柔軟な分子の

蒸着が可能なエレクトロスプレー蒸着機構（ESD）を組み合わせた ESD‐光 STM の開発を行った。

光STMは「試料準備用」と「STM測定用」の二つの超高真空チャンバーで構成されているが、ESD

機構を試料準備チャンバーに接続し、試料準備チャンバー内に設置された貴金属基板に光合成

色素分子の蒸着を行うようデザインした。ESD では試料分子溶液をエミッターに注入し、高電圧を

印加することでイオン化液滴を生成するが、大気圧下で生成された液滴を超高真空内に導入する

ため、この液滴をキャピラリーを通じて差動排気真空チャンバーに導入する。不純物少なく試料分

子を蒸着するため、差動排気チャンバーを複数連結した構成とした。装置の設計と組み立てが完

了した後、ESD-光 STM の性能を確認するため、分子量約 7000 かつ分子長 10 nm のポリチオフ

ェン分子の蒸着を行った。この分子の構造は柔軟でありこれまでに用いられてきた真空蒸着[3]に

よる試料作成が困難な分子である。Au(111)清浄基板にこの分子を ESD 蒸着し、STM 観察を行っ

たところ、不純物の少ない清浄な試料を作製することができた。STM 観測により、折れ曲がり角や

アルキル鎖の位置の判別、および原子分解能での伝導計測に成功した。本結果より、開発した装

置では STM観測に十分な純度での試料作成と単一分子分光が可能であることが明らかとなった。

次年度は、立ち上げた装置を用いて光合成色素分子の蒸着と STM観測を行う。 
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